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リ
ー
デ
ィ
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グ
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ア
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ア
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家
族
と
親
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圏
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刊
行
に
あ
た
っ
て

「
ア
ジ
ア
の
家
族
と
親
密
圏
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
収
集
し
た
各
国
の
著
作
の
う
ち
、
日
本
の
読
者
に
と
っ
て
と
り
わ
け
関
心
が
高
い
と
思
わ

れ
る
作
品
を
精
選
し
、
こ
れ
ら
の
ア
ジ
ア
の
作
品
と
の
比
較
対
照
の
意
義
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
日
本
の
著
作
を
新
た
に
加
え
て
、
日
本
語
版

「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ア
ジ
ア
の
家
族
と
親
密
圏
」
を
刊
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
英
語
版A

sian Fam
ilies and Intim

acies

（2021, Sage

）
に

は
含
ま
れ
な
か
っ
た
が
日
本
語
版
に
は
収
録
し
た
作
品
も
少
な
く
な
い
。

ア
ジ
ア
に
お
け
る
研
究
と
思
索
の
成
果
を
日
本
の
読
者
が
直
接
に
読
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
当
た
り
前
に
手
に
で
き
る
も
の
に
す
る
こ
と

が
、
日
本
語
版
出
版
の
第
一
の
目
的
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
と
同
時
に
、
日
本
の
研
究
や
思
索
を
ア
ジ
ア
の
文
脈
に
置
き
な
お

し
て
み
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
新
し
い
日
本
像
が
見
え
て
く
る
の
か
、
読
者
と
共
に
再
考
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

い
ま
世
界
の
秩
序
は
急
速
に
転
換
し
て
い
る
。
世
界
に
お
け
る
知
の
生
産
様
式
も
転
換
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
世
界
秩
序
の
転
換
に
よ
り
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
イ
が
揺
ら
ぎ
、
方
向
性
を
見
失
っ
て
い
る
感
の
あ
る
現
在
の
日
本
が
新
た
な
自
己
像
と
世
界
像
を
見
出
す
た
め
に

は
、
ア
ジ
ア
の
隣
人
た
ち
と
共
に
考
え
る
こ
と
か
ら
再
出
発
す
る
し
か
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
の
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
日
本
、
ア
ジ
ア
や
世
界
に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア
の
隣
人
た
ち
と
共
に
考
え
る
、
そ
の
よ
う
な
企
て
と
し
て
、

本
シ
リ
ー
ズ
を
読
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
あ
り
が
た
い
。

日
本
語
版
出
版
に
あ
た
っ
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
「
親
密
圏
と
公
共
圏
の
再
編
成
を
め
ざ
す
ア
ジ
ア
拠
点
」
お
よ
び
そ
の
成
果
と
し
て

設
立
し
た
京
都
大
学
ア
ジ
ア
研
究
教
育
ユ
ニ
ッ
ト
（
Ｋ
Ｕ
Ａ
Ｓ
Ｕ
）
と
京
都
大
学
文
学
研
究
科
ア
ジ
ア
親
密
圏
／
公
共
圏
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
）
の
代
々
の
研
究
員
等
が
翻
訳
と
そ
の
推
敲
に
あ
た
り
、
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
専
門
家
か
ら
成
る
日
本
語
版
編
集
委
員
会
が
さ
ら
に
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訳
文
を
検
討
す
る
と
い
う
、
何
重
に
も
わ
た
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
設
け
た
。
翻
訳
者
と
し
て
複
数
の
お
名
前
が
並
ぶ
章
が
あ
る
の
は
そ
の
た
め

で
あ
る
。
ど
の
段
階
で
追
加
さ
れ
た
注
釈
も
「
訳
注
」
と
し
て
一
括
し
て
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
く
。

ま
た
、
日
本
語
版
編
集
委
員
以
外
に
も
、
多
く
の
専
門
家
の
先
生
方
に
ご
助
言
、
ご
支
援
を
賜
っ
た
。
と
り
わ
け
お
手
間
を
お
か
け
し
た
桃

木
至
朗
先
生
（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）、
速
水
洋
子
先
生
（
京
都
大
学
）、
小
泉
順
子
先
生
（
京
都
大
学
）、
岡
真
理
先
生
（
京
都
大
学
）、
東
長
靖
先

生
（
京
都
大
学
）、
関
泰
子
先
生
（
四
国
学
院
大
学
）、
濱
田
麻
矢
先
生
（
神
戸
大
学
）、
西
澤
希
久
男
先
生
（
関
西
大
学
）、
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ジ
ョ
リ

ィ
先
生
（
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
）、
後
藤
絵
美
先
生
（
東
京
外
国
語
大
学
）、
中
島
満
大
さ
ん
（
明
治
大
学
）、
崔
金
瑛
さ
ん
（
梨
花
女
子
大
学
）
に

は
、
お
名
前
を
あ
げ
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

出
版
社
の
有
斐
閣
に
は
、
こ
の
大
が
か
り
で
困
難
の
多
い
企
画
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
、
日
の
目
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感

謝
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
編
集
者
の
松
井
智
恵
子
さ
ん
、
藤
澤
秀
彰
さ
ん
に
は
並
々
な
ら
ぬ
ご
苦
労
を
お
か
け
し
た
。

ま
た
、
や
ま
も
も
さ
ん
が
描
い
て
く
だ
さ
っ
た
カ
ラ
フ
ル
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
意
味
深
な
カ
バ
ー
の
絵
が
、
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
の
光
の
よ
う
に
、

延
々
と
続
く
作
業
に
励
む
私
た
ち
を
元
気
づ
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
特
筆
し
て
お
き
た
い
。

最
後
に
な
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
以
来
、
長
年
に
わ
た
る
国
際
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
資
金
面
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
文
部
科
学
省
、

日
本
学
術
振
興
会
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
本
書
が
納
税
者
の
方
々
へ
の
さ
さ
や
か
な
ご
恩
返
し
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。

二
〇
二
一
年
一
二
月

編
者

落
合
恵
美
子

森
本
一
彦

平
井
晶
子

vi



日
本
語
版
編
集
委
員
会

押
川
文
子
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）
／
落
合
恵
美
子
（
京
都
大
学
）
／
加
藤
敦
典
（
京
都
産
業
大
学
）
／
小
林
和
美
（
大
阪
教
育
大
学
）
／
白
石

華
子
（
京
都
大
学
）
／
陳
玲
（
華
中
科
技
大
学
）
／
中
谷
文
美
（
岡
山
大
学
）
／
長
坂
格
（
広
島
大
学
）
／
平
井
晶
子
（
神
戸
大
学
）
／
森
本
一

彦
（
高
野
山
大
学
）

＊
五
十
音
順
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家
族
の
原
型
を
求
め
て

国
家
が
成
立
す
る
以
前
の
家
族
は
、
多
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ル
イ
ス
・
ヘ
ン
リ
ー
・
モ
ル
ガ
ン
（M

organ 1877

）
は
、『
古
代
社

会
』
に
お
い
て
①
血
縁
家
族
、
②
プ
ナ
ル
ア
家
族
、
③
対
偶
婚
、
④
家
父
長
制
家
族
と
い
う
進
化
を
経
て
、
西
洋
社
会
で
一
般
的
で
あ
る
一
夫

一
婦
制
家
族
に
至
る
と
し
た
。
一
夫
一
婦
制
家
族
、
核
家
族
の
前
に
、
家
父
長
制
家
族
が
存
在
し
、
そ
れ
以
前
に
は
近
親
婚
の
規
制
が
緩
や
か

な
家
族
形
態
が
存
在
し
た
と
考
え
た
。
実
際
に
そ
の
よ
う
な
婚
姻
形
態
の
家
族
が
存
在
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
が
、
家

父
長
制
家
族
が
歴
史
の
あ
る
条
件
の
中
で
誕
生
し
た
と
の
考
え
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

モ
ル
ガ
ン
の
影
響
も
あ
り
、
家
父
長
制
家
族
以
前
を
想
定
す
る
古
典
的
な
研
究
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
な
調
査

に
も
と
づ
い
た
実
証
的
な
研
究
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
モ
ル
ガ
ン
の
『
古
代
社
会
』
を
参
考
に
し
て
原
始
共
産
制
の
存
在
を

主
張
し
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
強
化
を
図
っ
た
。
そ
の
後
、
歴
史
学
や
考
古
学
に
お
い
て
実
証
的
な
古
代
家
族
の
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。

日
本
で
も
家
父
長
制
以
前
の
家
族
に
つ
い
て
研
究
が
行
わ
れ
た
。
高
群
逸
枝
は
、
系
譜
資
料
を
分
析
し
、
日
本
の
古
代
社
会
が
妻
問
婚
（
＝

招
請
婚
）
を
も
と
に
成
立
し
て
お
り
、
父
系
制
で
は
な
く
、
母
系
制
で
あ
っ
た
と
し
た
（
高
群
一
九
三
八
）。
関
口
裕
子
『
日
本
古
代
婚
姻
史
の

1 序　論　国家支配と家族形態の変容

序

論
国
家
支
配
と
家
族
形
態
の
変
容
│
二
つ
の
文
化
圏
に
お
け
る
家
父
長
制森

本
一
彦



研
究
』
上
・
下
（
関
口
一
九
九
三
）
は
、
日
本
の
古
代
社
会
に
お
い
て
律
令
成
立
以
前
は
モ
ル
ガ
ン
の
対
偶
婚
で
あ
っ
た
と
す
る
。
清
水
好
子

（
清
水
一
九
六
七
）
は
、『
源
氏
物
語
』
で
妻
問
婚
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
不
安
定
な
婚
姻
形
態
で
あ
っ
た
と
す
る
。
鷲
見
等
曜
（
鷲
見

一
九
八
三
）
は
、
同
一
母
系
集
団
に
所
属
す
る
男
女
が
結
婚
す
る
事
例
が
あ
り
、
内
婚
禁
止
規
制
が
な
い
こ
と
か
ら
母
系
制
を
批
判
し
た
。
栗

原
弘
（
栗
原
二
〇
〇
八
）
は
庶
民
層
の
婚
姻
は
女
性
に
決
定
権
が
あ
っ
た
が
、
貴
族
層
は
父
系
相
続
で
あ
っ
た
の
で
、
貴
族
層
の
婚
姻
は
父
親

に
決
定
権
が
あ
っ
た
と
す
る
。

文
明
以
前
の
家
族

中
国
や
イ
ン
ド
で
は
、
早
い
時
期
に
文
明
が
発
展
す
る
と
と
も
に
国
家
が
成
立
し
た
。
国
家
が
成
立
す
る
以
前
の
家
族
は
、
多
様
な
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
国
家
の
統
制
に
よ
っ
て
画
一
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
国
家
が
成
立
す
る
と
、
周
辺
地
域
に
対
し
て
政
治
的
・
文

化
的
な
影
響
を
与
え
た
。
イ
ン
ド
を
中
心
と
す
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
文
化
圏
と
中
国
を
中
心
と
す
る
儒
教
文
化
圏
が
形
成
さ
れ
た
。
周
辺
地
域
は
、

イ
ン
ド
や
中
国
に
遅
れ
、
各
地
域
の
特
徴
を
残
し
な
が
ら
同
方
向
の
変
化
を
遂
げ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

イ
ン
ド
で
は
、
早
い
時
期
に
家
父
長
的
家
族
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ラ
ー
ナ
ー
（Lerner 1986

）
は
、
紀
元
前
五
〇
〇
〇
年
頃

の
中
央
イ
ン
ド
の
洞
窟
壁
画
に
は
狩
猟
を
行
う
女
性
が
描
か
れ
て
お
り
、
経
済
上
の
女
性
の
役
割
は
男
性
と
同
等
で
あ
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、

紀
元
前
三
〇
〇
〇
年
頃
の
ハ
ラ
ッ
パ
文
明
に
お
い
て
は
母
神
像
や
踊
り
子
像
な
ど
女
性
の
再
生
産
に
お
け
る
特
別
の
関
係
の
重
要
性
が
継
続
し

た
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
女
性
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
対
す
る
統
制
が
存
在
し
た
と
す
る
。
中
央
ア
ジ
ア
の
遊
牧
民
で
あ
っ
た
ア
ー
リ
ア

人
が
、
紀
元
前
二
〇
〇
〇
年
頃
に
北
イ
ン
ド
に
侵
入
し
、
イ
ン
ダ
ス
文
明
を
築
い
た
先
住
民
を
支
配
し
た
。
ア
ー
リ
ア
人
が
先
住
民
を
支
配
す

る
た
め
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
発
達
し
た
バ
ラ
モ
ン
教
が
、
紀
元
前
五
〇
〇
年
ま
で
に
根
本
聖
典
ヴ
ェ
ー
ダ
と
し
て
体
系
化
さ
れ
る
と
と
も

に
、
先
住
民
女
性
が
奴
隷
化
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ー
リ
ア
人
女
性
も
ま
た
家
父
長
制
家
族
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
た
と
す
る
。

中
国
で
も
、
イ
ン
ド
と
同
様
に
紀
元
前
五
〇
〇
〇
年
頃
に
黄
河
や
長
江
の
流
域
に
文
明
が
発
展
し
た
。
そ
し
て
、
殷
や
周
と
い
っ
た
国
家
が

成
立
し
た
。
春
秋
戦
国
時
代
（
紀
元
前
八
世
紀
〜
紀
元
前
三
世
紀
）
に
は
諸
侯
が
群
雄
割
拠
し
中
国
が
分
裂
し
た
た
め
に
、
強
力
な
統
一
国
家
が
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求
め
ら
れ
た
。
紀
元
前
二
二
一
年
に
秦
の
始
皇
帝
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
る
。
中
国
の
古
代
社
会
に
つ
い
て
は
、
家
父
長
制
で
あ
っ
た
と
い
う
考

え
が
優
勢
で
あ
っ
た）

1
（

。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
以
降
出
土
史
料
の
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
家
父
長
制
へ
の
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
る
。

中
国
の
家
族
を
家
父
長
制
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
は
儒
教
が
影
響
し
て
い
る
。
儒
教
は
紀
元
前
五
世
紀
の
春
秋
時
代
末
期
の
孔
子
に
よ
っ
て
始

ま
り
、
秦
に
お
い
て
は
焚
書
坑
儒
な
ど
の
弾
圧
が
行
わ
れ
た
が
、
前
漢
期
後
半
に
は
官
学
化
さ
れ
（
福
井
二
〇
〇
五
）、
後
漢
期
に
は
在
地
に
受

容
さ
れ
た
（
渡
邉
一
九
九
五
）。
儒
教
の
影
響
に
よ
っ
て
、
中
国
の
家
族
が
家
父
長
制
と
な
る
の
は
漢
代
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
非
家
父
長

制
で
あ
っ
た
。
小
寺
敦
は
「
春
秋
左
伝
」
の
分
析
か
ら
戦
国
時
代
に
家
族
史
的
な
画
期
が
あ
る
と
し
、
そ
れ
以
前
は
父
系
的
で
は
な
か
っ
た
と

す
る
（
小
寺
二
〇
〇
八
）。

イ
ン
ド
と
中
国
は
そ
れ
ぞ
れ
家
父
長
制
家
族
を
特
徴
と
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
バ
ラ
モ
ン
教
や
儒
教
な
ど
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
成
立
・
普

及
す
る
以
前
は
女
性
の
地
位
が
相
対
的
に
高
く
、
母
系
や
双
系
な
ど
多
様
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

文
明
の
周
辺
地
域

イ
ン
ド
を
中
心
と
す
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
文
化
や
、
中
国
を
中
心
と
す
る
儒
教
文
化
は
ど
ち
ら
も
古
く
か
ら
家
族
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
イ
ン
ド
と
中
国
の
文
明
圏
に
挟
ま
れ
て
い
た
結
果
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
、
仏
教
、
儒
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
な
ど
の
影
響
を

受
け
て
い
る
。
タ
イ
社
会
は
、
タ
ナ
イ
・
チ
ャ
ル
ー
ン
ク
ン
（
本
書
第
19
章
）
も
述
べ
る
よ
う
に
女
系
的
で
あ
り
、
拡
大
家
族
で
あ
る
。
タ
イ

の
村
落
社
会
を
研
究
し
た
水
野
浩
一
（
水
野
一
九
八
一
）
は
、
拡
大
家
族
的
な
「
屋
敷
地
共
住
集
団
」
に
お
い
て
、
末
娘
の
親
世
帯
へ
の
残
留
、

娘
の
土
地
相
続
権
、
妻
方
居
住
制
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
タ
イ
は
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
緩
衝
地
帯
と
し
て
独
立
が
守
ら
れ

て
お
り
、
仏
教
国
で
あ
っ
て
、
イ
ン
ド
や
中
国
の
影
響
を
比
較
的
受
け
て
い
な
い
社
会
と
い
え
る
。

中
国
の
周
辺
地
域
は
、
中
華
思
想
に
取
り
込
ま
れ
、
朝
貢
貿
易
な
ど
を
通
じ
て
関
係
を
維
持
し
、
漢
字
や
律
令
、
儒
教
な
ど
を
受
容
し
て
き

た
。
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
的
家
族
は
非
常
に
古
い
制
度
で
、
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

中
国
に
隣
接
し
た
ベ
ト
ナ
ム
は
、
漢
字
文
化
圏
で
あ
り
、
儒
教
の
影
響
を
受
け
た
伝
統
的
家
族
で
あ
り
、
一
九
世
紀
末
ま
で
ほ
と
ん
ど
変
化
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し
て
こ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
来
た
。
し
か
し
、
チ
ャ
ン
・
デ
ィ
ン
・
フ
ウ
（
本
書
第
3
章
）
は
、
儒
教
の
影
響
は
時
代
や
地
域
、
家
族
形

態
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、
農
民
家
族
で
は
女
性
の
果
た
す
役
割
は
大
き
か
っ
た
と
す
る
。
ド
ー
・
タ
イ
・
ド
ン
（
本
書
第
14
章
）
は
、
移

住
・
開
拓
さ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
南
部
の
家
族
は
準
│

核
家
族
が
基
本
で
あ
り
、
末
子
相
続
が
一
般
的
で
儒
教
的
な
影
響
力
が
弱
い
と
す
る
。
韓
国

も
儒
教
社
会
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
カ
ン
・
ミ
ョ
ン
グ
ァ
ン
（
本
書
第
18
章
）
は
、
高
麗
王
朝
に
は
家
父
長
制
が
確
立
し
て
お
ら
ず
、
結
婚

や
離
婚
が
自
由
に
で
き
た
と
述
べ
る
。
李
氏
朝
鮮
前
期
以
前
に
は
分
割
相
続
が
行
わ
れ
、
女
性
が
相
続
権
や
先
祖
の
祭
祀
権
を
も
っ
て
い
た

（
嶋
一
九
九
二
）。

日
本
で
は
古
代
社
会
に
対
す
る
知
見
が
多
く
出
さ
れ
て
い
る
。
ク
ニ
（
＝
小
国
家
）
が
形
成
さ
れ
た
の
は
弥
生
時
代
（
紀
元
前
二
世
紀
以
降
）

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
イ
ン
ド
や
中
国
と
比
べ
る
と
大
き
く
遅
れ
る
。
さ
ら
に
日
本
の
家
父
長
制
の
成
立
も
曖
昧
で
あ
り
、
近
年
で
も
双
系
制

や
無
系
制
と
も
よ
ば
れ
る
特
徴
が
看
守
さ
れ
る
。
日
本
古
代
に
お
け
る
母
系
制
説
は
、
高
群
逸
枝
を
先
駆
と
し
、
多
く
の
歴
史
学
者
に
よ
っ
て

議
論
さ
れ
て
き
た
。
義
江
明
子
（
本
書
第
11
章
）
は
『
風
土
記
』
の
「
土
蜘
蛛
」
伝
承
や
『
魏
志
』
倭
人
伝
の
記
載
の
分
析
か
ら
、
古
代
社
会

に
お
け
る
男
女
の
差
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
す
る
。
古
代
社
会
を
双
系
制
と
す
る
考
え
方
は
、
吉
田
孝
（
吉
田
一
九
八
三
）
や
明
石
一
紀
（
明

石
一
九
九
〇
）
な
ど
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る）

2
（

。
考
古
学
者
の
田
中
良
之
（
田
中
一
九
九
五
）
は
、
歯
冠
計
測
値
な
ど
の
遺

伝
情
報
を
分
析
し
た
結
果
、
五
世
紀
以
前
に
埋
葬
さ
れ
た
男
女
ペ
ア
は
兄
妹
を
中
心
と
し
た
血
縁
者
で
あ
り
、
双
系
的
で
あ
っ
た
と
す
る
。
官

文
娜
（
本
書
第
12
章
）
は
、「
同
姓
不
婚
」
を
基
本
と
す
る
中
国
と
の
比
較
か
ら
、
日
本
の
古
代
社
会
は
出
自
を
も
た
ず
「
無
系
的
」
で
あ
る
と

す
る
。

姫
岡
勤
（
本
書
第
17
章
）
は
、
近
世
の
文
芸
資
料
の
分
析
か
ら
間
引
き
や
捨
子
、
売
子
、
子
の
質
な
ど
は
主
と
し
て
経
済
的
な
理
由
で
行
わ

れ
、
勘
当
は
子
の
不
行
跡
や
縁
坐
の
予
防
、
家
産
蕩
尽
の
予
防
な
ど
の
た
め
に
行
わ
れ
た
と
す
る
。
家
長
の
独
自
の
判
断
と
い
う
よ
り
は
世
間

の
意
向
を
汲
み
取
っ
た
も
の
と
す
る
。
ま
た
姫
岡
（
姫
岡
一
九
八
三
）
は
、
徳
川
時
代
の
家
族
道
徳
の
根
本
に
お
か
れ
た
「
孝
」
の
観
念
を
裏

づ
け
る
親
子
の
心
的
態
度
は
、
中
国
で
は
「
敬
恭
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
「
愛
敬
」
で
あ
り
、
違
っ
て
い
た
と
す
る
。
日
本
に
お

け
る
「
孝
」
は
、
先
祖
か
ら
伝
え
ら
れ
た
武
士
の
家
禄
、
町
人
の
家
業
、
農
民
の
家
産
と
い
う
物
質
的
根
拠
に
も
と
づ
い
て
い
た
た
め
に
、
下
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層
民
に
は
儒
教
的
家
族
道
徳
が
浸
潤
し
な
か
っ
た
と
す
る
。

イ
ン
ド
や
中
国
で
は
早
い
時
期
に
家
父
長
制
が
成
立
し
た
が
、
周
辺
地
域
で
は
双
系
制
や
女
性
の
地
位
が
高
い
な
ど
家
父
長
制
以
前
の
多
様

な
家
族
形
態
が
み
ら
れ
、
イ
ン
ド
や
中
国
の
影
響
を
受
け
る
も
の
の
、
限
定
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

家
父
長
制
の
成
立

イ
ン
ド
や
中
国
で
は
早
い
時
期
に
国
家
が
成
立
し
、
支
配
体
制
が
強
化
さ
れ
る
中
で
家
父
長
制
が
成
立
し
、
確
立
し
て
い
く
。

ウ
マ
・
チ
ャ
ク
ラ
ヴ
ァ
ル
テ
ィ
（
本
書
第
1
章
）
は
、
初
期
イ
ン
ド
に
お
い
て
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
統
制
す
る
こ
と
で
、
家
父
長

制
が
維
持
さ
れ
た
と
す
る
。
カ
ー
ス
ト
間
の
性
的
接
近
は
、
バ
ラ
モ
ン
経
法
典
に
よ
っ
て
制
度
化
さ
れ
る
と
と
も
に
国
家
権
力
に
よ
っ
て
禁
止

さ
れ
た
。
リ
ー
ラ
・
ド
ゥ
ベ
（
本
書
第
10
章
）
は
ヴ
ェ
ー
ダ
に
由
来
す
る
「
種
子
」
と
「
大
地
」
と
の
象
徴
的
な
概
念
が
叙
事
詩
や
法
律
に
現

れ
る
こ
と
で
、
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
制
約
を
加
え
、
女
性
を
束
縛
し
続
け
て
き
た
と
す
る
。

カ
ン
・
ミ
ョ
ン
グ
ァ
ン
（
本
書
第
18
章
）
は
、
朝
鮮
王
朝
が
再
婚
し
な
い
未
亡
人
を
烈
女
と
し
て
顕
彰
し
、
経
済
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

女
性
に
性
的
従
属
の
思
想
を
植
え
つ
け
、
儒
教
的
な
家
父
長
制
社
会
を
確
立
し
た
と
す
る
。
朝
鮮
王
朝
で
は
こ
の
時
期
に
極
端
な
儒
教
化
が
進

行
し
て
い
た
。

服
藤
早
苗
（
服
藤
一
九
九
一
）
は
、
日
本
の
中
央
上
層
貴
族
に
お
い
て
、
九
世
紀
末
に
嫡
妻
と
庶
妻
が
区
別
さ
れ
、
そ
の
子
ど
も
も
区
別
さ

れ
、
一
一
世
紀
ま
で
は
女
性
が
財
産
相
続
権
を
も
っ
て
い
た
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
貴
族
層
で
は
一
一
世
紀
末
に
父
子
継
承
を
原
理
と
す

る
家
が
相
対
的
に
確
立
し
た
と
す
る
。
武
士
層
の
家
は
貴
族
に
遅
れ
る
と
さ
れ
、
上
層
農
民
に
家
が
成
立
し
た
の
は
一
四
、
五
世
紀
以
降
と
さ

れ
る
（
坂
田
一
九
九
七
）。
近
世
史
に
お
い
て
は
、
庶
民
の
家
は
経
済
的
先
進
地
域
で
あ
っ
た
畿
内
に
お
い
て
一
八
世
紀
初
頭
に
確
立
し
た
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で
は
そ
れ
よ
り
も
遅
い
時
期
に
確
立
し
た
と
さ
れ
る
。

林
由
紀
子
（
本
書
第
2
章
）
は
、
近
世
の
服
忌
令
に
お
け
る
嫁
の
舅
姑
に
対
す
る
服
忌
が
実
父
母
に
対
す
る
も
の
よ
り
も
短
く
、
婚
姻
に
よ

っ
て
妻
が
夫
の
親
族
集
団
に
取
り
込
ま
れ
る
中
国
の
場
合
と
異
な
り
、
婚
姻
に
よ
っ
て
も
嫁
は
夫
の
家
に
完
全
に
帰
属
せ
ず
、
実
家
へ
の
帰
属
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